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本号で紹介しました事故の発生状況と事故調査事例から、再発防止に向けての教訓につい

て以下のとおりまとめました。 

事故防止分析官のひとこと 

漁ろう活動では、海中転落等のリスクとは常に隣り合わせであ

りますが、この分野でも高齢化の波が押し寄せており、こうした

面からも事故のリスクがますます高まってくることが考えられま

す。どんな場合でも必ず港に帰ってくることが安全操業の大前提

であり、安全に関わる情報が漁業者の方々にしっかり届き、安全

意識がさらに高まるよう、私たちを含め、関係する方々が連携し

て地道な活動を続けていくことが必要だと思います。 

 また、事例５に紹介したように、救命胴衣の常時着用のほか、

海中転落時における僚船や外部との連絡手段の確保は重要な教訓

になるものと思います。是非、ご家族で、あるいはご自身が所属

する各団体でも話し合っていただくなどして、それぞれに合った

方法による「安全操業」を実践していただければと思います。 

再発防止に向けての教訓 

（救命胴衣の着用の徹底） 

 ○ 海中転落関連では発見時の状況で約7割が非着用となっていました。 

操業中は、救命胴衣の着用を徹底するとともに、適切な着用を心掛けましょう。 

○ 関係者一丸となって着用を徹底する取り組みも有効です。 

家族や職場、地域などでルールづくりを推し進めてはいかがでしょうか。 
 
（安全作業の徹底） 

 ○ 網や縄、漁具、錨などを揚収中が約半数となっています。 

巻き込まれ等に至る状況として、「回転している揚収用の漁ろう機器に手を近づけた」、「作

業状況等の確認が行われていなかった」、「ロープや船体設備が破損した」などが挙げられ

ます。 

揚網中は、慎重に作業を行うことを心掛け、網に手を出さないようにしましょう。 

 ○ 船長は、常に作業の安全性を考慮し、乗組員に対して安全作業を徹底させましょう。 

 ○ 荒天時の無謀な操業は避けましょう。 

   他方、荒天時以外の事故も少なくありませんでした。晴天時でも油断のないよう心がけま

しょう。 
 
（外部との連絡手段の確保） 

 ○ 防水パック入り携帯電話や防水性のある携帯電話などの連絡手段を確保しましょう。 

 ○ 携帯電話はなるべく身に着けておくようにしましょう。 

○ 僚船や陸上と定時連絡を行うなど、事故が早期に発見できるよう工夫しましょう。 
 
（速やかな通報） 

 ○ 海中転落したことに気付いた場合は、自身で捜索するだけでなく、速やかに救助機関等 

に通報を行いましょう。 
 
（高齢者や1人乗りのリスク） 

 ○ 高齢者が事故に遭遇するリスク、1 人乗りでの海中転落時に事故につながるリスクが高く

なる可能性がありますので、十分注意しましょう。 
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４. まとめ 

～地図から探せる事故とリスクと安全情報～ 
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